
 

 

地域と共に 

校長 今福 教子 

 子供たちの笑顔が学校に戻ってきました。休み明けの朝、登校指導をしていると、楽しかった思

い出を話してくれる子、こっそりと夏休みの作品を見せてくれる子等々。大きなけがや事故もなく

元気に登校する姿に、保護者の皆様や地域の方々のお見守りのお陰であることをあらためて感じて

います。いつも本当にありがとうございます。 

 8月６日日曜日に松波の夏祭りに参加しました。昨年のちょうどこの時期にも、学校だよりに同

様の記事を掲載したことを思い出します。昨年度は、感染対策として、お神輿を手で持って決めら

れた範囲を歩くといった形でした。それでも地域の方々が工夫をされ、実施してくださったことに

大きな喜びを感じたものです。あれから1年、今年は半被を身にまとった子供たちが元気な掛け声

とともに肩でお神輿を担ぎ、昨年度よりも広い範囲の町内を練り歩くことができました。住宅地で

はたくさんの人々が笑顔と声援を寄せてくださいました。役員の方々や地域の皆様、ボランティア

の高校生が力を貸してくださったおかげで、子供たちは安全に、楽しく参加することができまし

た。顔から流れる汗も気にせず、一生懸命で生き生きとした表情が印象的でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

お神輿を担ぐこともチームで運動することもみんなで歌を歌うことも、隣や前後の相手を感じて

呼吸を合わせ、同じリズムを意識することが大切な活動です。このように、友達と共に活動できた

ことは、相手を感じ、尊重する気持ちを育てるよい機会にもなったことでしょう。 

今回、3年生が地域学習の一環で、「総合的な学習の時間」に松波祭礼について学習しました。 

地域の方をお招きして、由来などのお話を伺い、自分たちでできることを

考えました。その結果、ポスターを制作して学校内や町内の掲示板でお祭

りを広め、盛り上げていくことになりました。活動を進めていく中で、         

「70年前に、子供たちを楽しませるために地域の人たちが始めた」とい

う当時の地域の方々の思いに触れ、より一層この地を故郷として大切に思

う気持ちが育ったのではないでしょうか。 

             今後も、地域や保護者の方と連携しながら、地域と共に生きる子供たち 

を育てていきたいと思っています。 

  

 

2基あるお神輿の中の 1基を 

低学年が担いでいる様子です。 

役員さんや熊谷知事さんなど地域の方々に 

お手伝いいただき、楽しくお神輿を担ぎました。 

３年生が協力して作ったポスター  
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